
海外、国内、訪日　三位一体で旅行促進
新会長に田川ＪＴＢ社長

Ｊ
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Ａ
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日
本
人
初
の
本
部
職
員

Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
熊
田
氏
派
遣

「
夏
の
癒
や
し
ス
ポ
ッ
ト
」

Ｊ
Ａ
Ｆ
が
全
国
の
情
報
公
開

「
会
員
の
た
め
の
組
織
」

神
奈
川
県

旅
行
業
協
会
　

坂
入
会
長
が
強
調



事業組合の活動を活発に

徳
島
県
支
部

外
客
に
無
料
で
Ｉ
Ｄ
提
供

　
　
Ｊ
Ａ
Ｌ
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
取
得
可
能
に

Ｗｉ‐Ｆｉ

「過去最高の利益」
株式会社全旅

池田社長が発表 総
取
扱
額
は

％
減

国
内
旅
行
は

％
減
少

４月

大谷稔さん

　

支
部
の
特
徴
は
。

　
会
員
は

社
で
す
。
毎
年

一
度
の
正
会
員
と
賛
助
会
員

と
の
交
流
会
に
は
共
に

％

以
上
が
参
加
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
事
業
組
合
に
は

ほ
ぼ
全
会
員
が
入
会
し
て
お

り
、
会
員
の
ま
と
ま
り
の
良

い
支
部
で
す
。

　

課
題
は
何
で
す
か
。

　
小
零
細
会
員
が
多
く
、
会

員
の
高
齢
化
、
旅
行
形
態
の

変
化
に
よ
り
事
業
の
継
続
が

厳
し
い
の
が
現
状
で
す
。
い

か
に
変
化
に
対
応
し
、
事
業

の
継
続
を
可
能
に
し
て
い
く

か
が
課
題
で
す
。

　

会
長
と
し
て
の
抱
負

は
。

　
支
部
事
業
組
合
の
活
動
を

よ
り
活
発
に
す
る
。そ
し
て
、

旅
行
業
登
録
を
取
得
し
、
県

が
発
注
す
る
旅
行
や
教
育
旅

行
を
扱
い
た
い
で
す
ね
。

　
着
地
型
旅
行
に
も
取
り
組

み
ま
す
。
徳
島
１
県
だ
け
で

は
観
光
の
魅
力
に
乏
し
い
た

め
、
四
国
４
県
で
「
四
国
は

一
つ
」
と
協
力
し
、
訪
日
旅

行
を
含
め
、
着
地
の
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

自
社
、
徳
島
旅
日
記

（
徳
島
市
）
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
開
業
は
１
９
８
６
年
。
企

業
、
組
織
、
団
体
を
中
心
に

営
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
２
０
０
０
年
に
開
店
し
た

ツ
ア
ー
セ
ン
タ
ー
は
、
１
階

に
カ
フ
ェ
を
併
設
し
、
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
ツ
ア
ー
を
決

め
て
い
た
だ
く
形
を
と
っ
て

い
ま
す
。
２
階
は
貸
切
ル
ー

ム
で
、
旅
行
好
き
の
大
学
生

な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売

な
ど
と
の
差
別
化
を
図
り
、

お
客
さ
ま
の
こ
と
を
第
一
に

考
え
た
、
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ

・
フ
ェ
イ
ス
の
旅
行
代
理
店

の
姿
を
追
求
し
て
い
ま
す
。

（３） 第２７５６号第３種郵便物認可２０１４年（平成２６年）６月２８日（土曜日）

田川新会長（右から２番目）を３副会長が囲む

　
日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
、
１
１
２
３
社
）
は


日
、
第

回
定
時
総
会
を
東
京
・
大
手
町
の
経
団
連
会
館

で
開
き
、
役
員
改
選
で
新
会
長
に
Ｊ
Ｔ
Ｂ
社
長
の
田
川
博

己
氏
を
選
任
し
た
。
菊
間
潤
吾
会
長
（
ワ
ー
ル
ド
航
空
サ

ー
ビ
ス
会
長
）
は
副
会
長
に
就
い
た
。
田
川
新
会
長
は
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
観
光
立
国
を
実
現
す
る
た

め
に
海
外
旅
行
、
国
内
旅
行
、
訪
日
旅
行
の
三
位
一
体
の

発
展
に
取
り
組
む
と
力
強
く
宣
言
し
た
。

坂入会長

池田社長

　
定
款
を
変
更
し
、
目
的
の

項
目
に
「
海
外
旅
行
、
国
内

旅
行
並
び
に
訪
日
旅
行
の
三

位
一
体
で
の
旅
行
の
促
進
」

を
明
記
。
副
会
長
の
定
数
も

２
人
以
内
か
ら
３
人
以
内
へ

と
増
や
し
、
吉
川
勝
久
副
会

長
（
Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
会
長
）
を
再
任

し
、
副
会
長
に
日
本
旅
行
社

長
の
丸
尾
和
明
氏
を
新
た
に

加
え
た
。
菊
間
新
副
会
長
が

海
外
旅
行
、
吉
川
副
会
長
が

国
内
旅
行
、
丸
尾
新
副
会
長

が
訪
日
旅
行
を
担
当
す
る
。

　
田
川
新
会
長
は
「
観
光
立

国
の
実
現
に
は
海
外
、国
内
、

訪
日
の
三
つ
の
事
業
分
野
が

三
位
一
体
で
発
展
し
て
い
く

こ
と
が
不
可
欠
だ
。
こ
の
３

分
野
を
カ
バ
ー
し
、
推
進
で

き
る
団
体
は
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
以
外

に
は
な
い
」
と
強
調
し
た
。

ま
た
、
そ
の
象
徴
的
な
事
業

が
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

ジ
ャ
パ
ン
」
だ
と
指
摘
し
、

「
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
が
エ
ン
ジ
ン
役

と
な
っ
て
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
で
そ
の
成
功
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
」
と
意
気
込

み
を
示
し
た
。

　
菊
間
会
長
は
、
田
川
会
長

体
制
へ
の
移
行
の
理
由
に
つ

い
て
、
「
国
、
経
済
界
を
挙

げ
て
観
光
へ
の
期
待
が
高
ま

る
な
か
、
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
役
割

は
飛
躍
的
に
大
き
な
も
の
に

な
っ
て
き
た
。
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
も
決
ま
り
、
新
し
い

ス
テ
ー
ジ
の
な
か
で
、
ど
う

し
た
ら
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
が
最
も
力

を
発
揮
で
き
る
か
を
考
え

た
」
と
打
ち
明
け
た
。

　
役
員
改
選
で
は
ま
た
、
新

た
な
理
事
に
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー

社
長
の
坂
巻
伸
昭
氏
、
阪
急

交
通
社
社
長
の
松
田
誠
司
氏

が
選
ば
れ
て
い
る
。

　
２
０
１
４
年
度
は
、
「
価

値
創
造
産
業
へ
の
挑
戦
」
を

基
本
方
針
と
し
て
、
「
新
し

い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
生
き

が
い
の
提
供
な
ど
旅
行
業
の

価
値
創
造
に
向
け
た
活
動
を

強
化
す
る
」（
田
川
新
会
長
）。

　
事
業
は
「
業
界
の
健
全
な

発
展
の
た
め
に
休
暇
制
度
の

改
革
提
言
な
ど
の
旅
行
機
会

創
出
や
経
営
基
盤
強
化
に
向

け
た
環
境
整
備
の
取
り
組

み
」
や
「
ネ
ッ
ト
流
通
や
グ

ロ
ー
バ
ル
化
推
進
に
対
応
す

る
施
策
検
討
」
「
ツ
ー
ウ
ェ

イ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
よ
る

旅
行
会
社
の
取
り
扱
い
拡

大
、
旅
行
需
要
創
出
」
な
ど

を
計
画
。
具
体
的
に
は
国
内

旅
行
部
門
で
は
宿
泊
旅
行
拡

大
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
づ
く
り

と
し
て
「
ニ
ッ
ポ
ン
を
遊
び

つ
く
せ
！
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
展
開
す
る
。

　
国
連
世
界
観
光
機
関
（
Ｕ

Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
本
部
職
員
と

し
て
日
本
人
が
初
め
て
勤
務

す
る
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
派
遣
す
る

熊
田
順
一
氏
＝
写
真
＝
で
、

７
月
か
ら
ス
ペ
イ
ン
・
マ
ド

リ
ッ
ド
の
本
部
事
務
所
に
駐

在
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
部
門
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
、
観
光
開
発
の
支
援
な
ど

に
関
す
る
企
画
業
務
に
従
事

す
る
。
任
期
は
２
年
。

　
熊
田
氏
は
１
９
９
２
年
４

月
に
日
本
交
通
公
社
（
現
Ｊ

Ｔ
Ｂ
）
入
社
。
訪
日
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
を
中
心
と
す
る
業
務

に
携
わ
り
、
２
０
０
９
年
７

月
～

年
５
月
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ

ロ
ー
バ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

＆
ト
ラ
ベ
ル
に
所
属
し
、
医

療
観
光
、
ス
ポ
ー
ツ
観
光
な

ど
を
担
当
し
た
。

歳
。

　
熊
田
氏
は
、
赴
任
を
前
に

観
光
庁
で
専
門
紙
の
取
材
に

応
じ
、
「
旅
の
持
つ
力
に
よ

っ
て
平
和
に
寄
与
し
、
貧
困

の
撲
滅
に
貢
献
し
た
い
。
自

分
自
身
と
し
て
も
世
界
に
通

用
す
る
人
材
に
成
長
で
き
た

ら
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　
日
本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ
Ａ

Ｆ
）
は

日
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
の「
Ｊ
Ａ
Ｆ
地
域
情
報
」

に
特
設
ペ
ー
ジ
「
夏
の
癒
ｕ

ｐ
↑
ス
ポ
ッ
ト
～
日
本
各
地

の
Ｊ
Ａ
Ｆ
職
員
と
っ
て
お
き

情
報
～
」
を
開
設
し
、
公
開

を
始
め
た
。

　
こ
の
特
設
ペ
ー
ジ
で
は
、

全
国
各
地
の
Ｊ
Ａ
Ｆ
職
員
が

「
夏
だ
か
ら
こ
そ
楽
し
め

る
」「
暑
さ
を
忘
れ
、
涼
し
さ

を
感
じ
ら
れ
る
」「
夏
の
疲
れ

を
癒
や
せ
る
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
」
な
ど
、
地
元
に
住
ん
で

い
る
か
ら
こ
そ
知
っ
て
い
る

お
勧
め
ス
ポ
ッ
ト
や
観
光
情

報
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ａ
Ｆ
広
報
部
は
「
こ
の

特
設
ペ
ー
ジ
を
見
て
掲
載
し

て
い
る
情
報
を
ド
ラ
イ
ブ
旅

行
の
参
考
に
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
る
。

　
神
奈
川
県
旅
行
業
協
会

（
１
５
２
社
）
は

日
、
第

２
回
通
常
総
会
を
横
浜
市
の

「
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｍ

Ｍ
」
で
開
い
た
。
坂
入
満
会

長
（
ミ
サ
ワ
ツ
ー
リ
ス
ト
）

は
、
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
、

会
員
の
た
め
の
組
織
で
あ
る

こ
と
を
改
め
て
訴
え
た
。

　「
理
事
の
組
織
で
は
な
く
、

会
員
の
皆
さ
ま
の
組
織
で
あ

る
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
の

通
常
総
会
を
通
じ
て
皆
さ
ま

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た

い
」
と
坂
入
会
長
。
ま
た
、

「
全
国
旅
行
業
協
会
（
Ａ
Ｎ

Ｔ
Ａ
）
の
支
部
と
神
奈
川
県

旅
行
業
協
会
と
組
合
の
三
者

が
一
体
と
な
っ
て
神
奈
川
県

の
会
員
の
皆
さ
ま
の
組
織
と

し
て
運
営
を
し
て
い
く
」
と

語
っ
た
。

　
来
賓
で
は
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
の
有

野
一
馬
専
務
が
、
公
務
多
忙

で
欠
席
し
た
二
階
俊
博
会
長

（
衆
院
議
員
）
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
代
読
。
協
力
会
の

石
川
雅
雄
会
長
（
大
滝
ホ
テ

ル
）
は
「
有
名
な
老
舗
旅
館

が
ば
た
ば
た
と
閉
館
し
て
い

る
。
我
々
は
生
き
抜
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
皆
さ
ま
と

旅
館
が
手
を
と
り
あ
っ
て
、

今
年
こ
そ
は
ウ
イ
ン
＆
ウ
イ

ン
の
関
係
に
な
る
よ
う
に
し

た
い
」
と
協
力
を
求
め
た
。

　
旅
行
業
協
会
の
総
会
に
続

い
て
、
神
奈
川
県
旅
行
業
協

同
組
合
（
曽
我
直
樹
理
事
長
＝
大
和
観
光
興
業
）
の
第


回
通
常
総
会
も
開
か
れ
た
。

　
日
本
航
空
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）
と

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
は

日
、
訪

日
外
国
人
観
光
客
向
け
に
無

料
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
（
ワ
イ
フ
ァ

イ
）
サ
ー
ビ
ス
の
Ｉ
Ｄ
と
パ

ス
ワ
ー
ド
の
提
供
を
開
始
す

る
と
発
表
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
に

よ
る
と
、
航
空
会
社
が
Ｎ
Ｔ

Ｔ
東
日
本
と
提
携
し
て
Ｉ
Ｄ

と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
オ
ン
ラ
イ

ン
上
で
提
供
す
る
の
は
初
め

て
。

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
海
外

地
域

（

言
語
）
で
公
開
す
る
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
で
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
地
域
の
ワ
イ

フ
ァ
イ
ス
ポ
ッ
ト
「
光
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
」
を
利
用
す
る
た

め
の
説
明
や
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ

ー
ド
を
６
月
下
旬
か
ら
提
供

す
る
。

　
具
体
的
に
は
、
海
外
か
ら

日
本
行
き
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
航
空
券

を
購
入
し
た
乗
客
に
、
Ｈ
Ｐ

で
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
エ
リ
ア
の

光
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
約
４
万

６
千
カ
所
）
に

日
間
無
料

で
接
続
で
き
る
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス

ワ
ー
ド
を
提
供
す
る
。

　
従
来
、
訪
日
外
国
人
観
光

客
は
訪
日
後
観
光
案
内
所
な

ど
に
出
向
い
て
、
Ｉ
Ｄ
と
パ

ス
ワ
ー
ド
の
配
布
を
受
け
る

な
ど
の
手
続
き
が
必
要
だ
っ

た
が
、
「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
Ｉ

Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
取
得
で

き
る
こ
と
で
、
よ
り
便
利
に

ワ
イ
フ
ァ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
る
」
と
い
う
。

　
観
光
庁
が

日
に
発
表
し

た
４
月
の
主
要
旅
行
業

社

の
旅
行
取
扱
状
況
（
速
報
）

は
、
総
取
扱
額

４
３
２
９
億
１

２
０
７
万
円
で

前
年
同
月
比
１

・
２
％
減
。

　
内
訳
は
国
内

旅
行
が
０
・
６
％
減
の
２
７

６
３
億
４
１
８
７
万
円
、
海

外
旅
行
が
５
・
１
％
減
の
１

４
４
２
億
５
９
３
８
万
円
、

外
国
人
旅
行
が

・
３
％
増

の
１
２
３
億
１
０
８
２
万
円

だ
っ
た
。

　
国
内
旅
行
が

カ
月
ぶ
り

に
前
年
同
月
を
下
回
っ
た
。

　
取
扱
額
の
合
計
が
前
年
同

月
を
超
え
た
の
は

社
中


社
だ
っ
た
。

　
国
内
旅
行
は
取
り
扱
い


社
中

社
、
海
外
旅
行
は


社
中

社
、
外
国
人
旅
行
は


社
中

社
が
前
年
同
月
よ

り
プ
ラ
ス
だ
っ
た
。

　
募
集
型
企
画
旅
行
の
総
取

扱
額
は
前
年
同
月
比
１
・
９

％
減
の
１
１
０
８
億
１
８
９

万
円
。
国
内
旅
行
が
０
・
９

％
増
の
６
５
０
億
２
１
６
８

万
円
、
海
外
旅
行
が
６
・
３

％
減
の
４
５
１
億
６
６
７
２

万
円
、
外
国
人
旅
行
が

・

１
％
増
の
６
億
１
３
５
０
万

円
だ
っ
た
。

　
募
集
型
企
画
旅
行
の
取
扱

人
数
は
、
前
年
同
月
比
０
・

２
％
減
の
２
９
０
万
３
８
７

９
人
だ
っ
た
。

　
内
訳
は
国
内
旅
行
が
０
・

９
％
増
の
２
６
４
万
２
７
５

３
人
、
海
外
旅
行
が

・
９

％
減
の

万
４
８
６
７
人
、

外
国
人
旅
行
が


・
７
％
増
の

３
万
６
２
５
９

人
だ
っ
た
。

　
２
０
１
４
年

度
か
ら
主
要
旅

行
業
を

社
と
し
、
新
た
に

Ｊ
Ｔ
Ｂ
国
内
旅
行
企
画
と
エ

ア
ー
リ
ン
ク
を
追
加
し
た
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
国
内
旅
行
企
画
は


年
４
月
に
ジ
ェ
イ
テ
ィ
ー
ビ

ー
か
ら
分
社
し
た
。

　
株
式
会
社
全
旅
は

日
、

第

期
定
時
株
主
総
会
を
大

阪
市
北
区
の
帝
国
ホ
テ
ル
大

阪
で
開
催
。
総
会
終
了
後
に

株
主
や
関
係
者
を
招
い
た
懇

親
会
で
、
池
田
孝
昭
社
長
は


年
度
事
業
に
つ
い
て
「
過

去
最
高
の
利
益
を
確
保
し

た
」
と
発
表
し
た
。

　
「
来
賓
、
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
（
全

国
旅
行
業
協
会
）
会
員
な
ど

す
べ
て
の
み
な
さ
ん
の
お
か

げ
だ
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果

で
業
界
内
各
社
の
業
績
が
回

復
し
て
い
る
。
２
０
２
０
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
、

和
食
の
世
界
無

形
文
化
遺
産
登

録
、
訪
日
外
国

人
観
光
客
数
１

千
万
人
な
ど
が

観
光
業
界
に
追

い
風
と
な
っ
て

い
る
」
と
池
田

社
長
。
さ
ら
に
「
今
年
２
月

の
『
第

回
国
内
観
光
活
性

化
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
和
歌

山
』
、
全
旅
主
催
『
地
旅
博

覧
会
ｉ
ｎ
和
歌
山
』
の
成
功

は
皆
さ
ん
の
力
の
結
集
の
結

果
だ
」
と
礼
を
述
べ
た
。

　
ま
た
、
「
来
年
は
日
韓
国

交
正
常
化

周
年
。
交
流
拡

大
の
一
年
に
す
べ
き
だ
。
来

年
２
月
に
は
日
韓
国
交
正
常

化

周
年
関
連
で
韓
国
へ
の

送
客
を
行
う
。
会
員
、
地
域

に
貢
献
す
る
会
社
と
し
て
、

皆
さ
ん
の
一
層
の
協
力
お
願

い
し
た
い
」
と
協
力
を
求
め

た
。

　
来
賓
か
ら
は
、
川
﨑
糺
Ａ

Ｎ
Ｔ
Ａ
副
会
長
が
二
階
俊
博

会
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

代
読
し
た
。

　
ま
た
、
大
岡
敏
孝
・
衆
議

院
議
員
が
「
会
場
に
も
関
心

を
も
っ
て
い
る
会
員
が
い
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
Ｉ
Ｒ
推

進
法
案
（
特
定
複
合
　
観
光

施
設
区
域
の
整
備
の
推
進
に

関
す
る
法
律
案
）
が
今
日
午

前
中
審
議
入
り
し
た
。
安
全

で
観
光
の
目
玉
と
な
る
よ
う

な
施
設
に
し
て
い
き
た
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
私
や
二

階
議
員
に
届
け
て
も
ら
い
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。


